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博士論文審査： 
学生から提出された博士論文について、公開発表会が 8 月 18 日に行われ、審査委員と学生の間
で質疑応答が繰り返しなされた。質疑では、物資集積拠点と通常の物流センターにおける設計との
相違点や必要床面積と配置結果の活用方法について質問がなされた。これらの質問に対して回答は
適切になされており、博士論文としての質を十分に確保しているとの結論に至った。 
先の東日本大震災では被災地に送られてきた救援物資が一度に大量に物資集積拠点に集中した
ため救援物資が施設内に溢れ、荷役や運搬等の作業が行えない状況となった。そして、溢れかえる
救援物資の山の中から必要な救援物資を探し回る状態となり、結果として避難所に救援物資を迅速
に届けることができない問題が発生した。本研究は、この問題の解決策を検討している。具体的に
は、物資集積拠点内における荷役等の物流作業を考慮し、過剰に救援物資を物資集積拠点に送り込
まないために、物資集積拠点の床面積と取扱可能な救援物資量の関係を明らかにしている。また、
少人数で、かつ不慣れな作業者ができるだけ効率よく作業を行えるように、物資集積拠点における
救援物資の配置の決定方法を提案している。そして、物資集積拠点における必要床面積の推計結果
及び救援物資の配置結果の活用方法について説明している。 
これらの成果は、高い確率で発生が予測されている首都直下型地震、南海トラフ巨大地震等の大
規模災害の発生時に有効な対策となる研究成果を提供しており、重要な研究であるとの評価を受け
た。また、研究成果は、現状の物資集積拠点の確保が妥当であるかの評価にも活用できる内容を含
んでいる。 
以上のことから、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、当該研究分野
における学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士（工学）の学位に値する
ことを審査委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
最終試験は 8月 18日に行われた。まず、合同セミナーへの出席回数が 60時間を超えていること
を確認した。そして、学術論文が 4編あり、そのうち 2編が第一著者として公表済みであることを
確認した。また、講演発表は国際会議 1回、国内学会 2回の発表があることを確認した。 
そして、審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容について最終確認のための質疑
応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開発表会当日の質疑応答での
ディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認した。また、国際会議において英語による
1回の発表があり、英語の学力については問題ないと判断した。 
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 以上のことから、学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
